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の
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守
る

筑
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の
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守
る

筑
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守
る

筑
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る

筑
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の
子
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を
守
る

筑
豊
の
子
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を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
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を
守
る

筑
豊
の
子
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を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
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筑
豊
の
子
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を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「

会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」
会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

筑
豊
の
炭
住
の
子
ど
も
た
ち
の

現
実
を
前
に

一
九
六
〇
年
代
の
学
生
た
ち
は

何
を
考
え
た
か
│

六花出版

◉揃定価──── 160,000円＋税（税込176,000円）
◉配本───── 全2回配本
◉編────── 『「筑豊の子供を守る会」関係資料集成』編集委員会
◉解説───── 細井勇・鬼塚香

編
集
復
刻
版

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
翻
弄
さ
れ
、

大
量
の
失
業
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
、一
九
六
〇
年
の
筑
豊
。

労
働
運
動
が
激
化
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、中
小
炭
鉱
の
労
働
者
は

よ
る
べ
と
な
る
組
合
も
な
く
、職
を
失
い
文
字
ど
お
り
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
。

こ
の
こ
ろ
日
米
安
保
条
約
改
定
に
対
し
、反
対
運
動
が
激
し
く
闘
わ
れ
て
い
た
が
、

学
生
た
ち
は
、日
米
安
保
反
対
運
動
の
声
も
届
か
な
い
、筑
豊
の
過
酷
な
現
実
に
直
面
す
る
。

「
必
要
な
の
は
物
資
で
は
な
く
、人
だ
」
と
確
信
し
て
、キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
み
、炭
鉱
住
宅
に
入
り
込
み
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
あ
う
な
か
で
、何
が
問
題
な
の
か
を
考
え
、論
じ
合
っ
た
学
生
た
ち
。

勉
強
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、人
形
劇
か
ら
始
ま
り
、文
庫
作
り
、地
元
の
青
年
と
の
起
業
、

就
職
の
世
話
ま
で
、子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
続
け
た
、学
生
た
ち
の
活
動
の
記
録
。

二
一
世
紀
に
ま
た
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
貧
困
と
い
う
問
題
に
、

社
会
が
、人
が
、何
が
で
き
る
の
か
を
問
い
か
け
る
資
料
集
！

全8巻 上：第2回キャラバン（上山田・1961年）／下：福吉坑事務所跡にできた子ども文庫（1961年）
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こ
こ
に
、約
五
〇
年
間
の
沈
黙
を
破
っ
て
編
集
復
刻
版『「
筑
豊
の
子
供
を
守

る
会
」関
係
資
料
集
成
』が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」と
は
、一
九
六
〇
年
に
筑
豊
の
炭
鉱
閉
山
期
に
起

こ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
学
生
運
動
で
あ
る
。
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に

よ
っ
て
、
筑
豊
の
中
小
炭
鉱
の
閉
山
が
集
中
し
た
の
は
一
九
五
九
年
で
あ
っ
た
。

福
岡
県
で
は「
黒
い
羽
根
運
動
」
が
起
こ
り
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団
に
よ

る
救
援
活
動
が
そ
こ
に
合
流
し
た
。
街
頭
に
立
ち
、
募
金
を
集
め
た
東
京
神
学

大
学
の
学
生
の
一
人
が
、
一
九
六
〇
年
三
月
、
そ
の
救
援
活
動
に
参
加
す
る
形

で
初
め
て
筑
豊
を
訪
問
し
た
。
彼
は
筑
豊
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
物
で
は

な
く
人
で
あ
る
、と
実
感
し
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
大
学
に
働
き
か
け
、こ
れ
に
応

じ
た
東
京
神
学
大
学
、
立
教
大
学
、
国
際
基
督
教
大
学
、
明
治
学
院
大
学
の
チ

ー
ム
が
、同
年
の
夏
、夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
三
週
間
、失
業
と
貧
困
に
苦
し

ん
で
い
た
炭
鉱
住
宅
で
救
援
活
動
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
、参
加
し
た
学
生
た
ち
は「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」を
起
こ
し
、

夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
活
動
を
継
続
し
て
い
っ
た
。
二
年
目
か
ら
は
関
西
の
大
学

も
加
わ
り
、
子
ど
も
会
活
動
を
中
心
と
し
て
い
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

学
び
遊
ぶ
だ
け
で
な
く
、
文
通
を
継
続
し
、
県
外
就
職
者
の
仲
間
づ
く
り
も
支

援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地
元
の
青
年
会
や
婦
人
会
と
交
流
し
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
議
論
を
重
ね
て
い
っ
た
。

「
守
る
会
」
の
活
動
し
た
一
九
六
〇
年
代
は
、
日
本
は
政
治
的
な
激
動
の
時
代

で
あ
っ
た
。
筑
豊
は
日
本
が
高
度
経
済
成
長
へ
と
向
か
う
中
で
、
巨
大
な
失
業
地

帯
へ
と
劇
的
に
変
貌
し
、
生
活
保
護
制
度
に
地
域
的
に
依
存
し
て
い
っ
た
。「
守

る
会
」に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、日
本
社
会
の
在
り
方
へ
の
疑
問
を
深
め
、キ

リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
奉
仕
活
動
へ
の
限
界
を
も
感
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
資
料
集
成
に
収
め
ら
れ
た
記
録
か
ら
、
彼
ら
彼
女
ら
が
直
面
し
た
困
難

さ
、葛
藤
、議
論
の
経
過
が
蘇
っ
て
こ
よ
う
。

『「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」関
係
資
料
集
成
』編
集
委
員
会

刊行にあたって

関連年表

１
９
５
９
年
４
月

福
岡
県
知
事
選
で
鵜
崎
多
一
革
新
県
政
が
誕
生

８
月

福
岡
県
、
黒
い
羽
根
運
動
を
開
始
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団
に
よ
る
ミ
ル
ク
給
食
な

ど
の
救
援
活
動
が
黒
い
羽
根
運
動
に
加
わ
る

１
９
６
０
年
１
月

岸
首
相
訪
米
、
新
日
米
安
全
保
障
条
約
、
調
印
。
反
対
運
動
高
ま
る

３
月

東
京
神
学
大
学
の
学
生
船
戸
良
隆
が
筑
豊
を
初
め
て
訪
問

８
月

筑
豊
の
地
元
教
会
で
結
成
し
た「
筑
豊
キ
リ
ス
ト
教
連
合
救
援
委
員
会
」の
要
請
に
応
じ

る
形
で
、
船
戸
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
大
学
に
働
き
か
け
、
東
京
神
学
大
学
、
立
教
大
学
、

国
際
基
督
教
大
学
、
明
治
学
院
大
学
の
学
生
56
人
が
３
週
間
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動

１
９
６
１
年
２
月

連
絡
委
員
会
を
開
催
し
、「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」
と
名
称
を
決
め
て
、
夏
季
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
定

４
月

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」の
機
関
誌
と
し
て『
さ
き
や
ま
』を
創
刊

夏

夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
、
同
志
社
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
熊
本
大
学

の
チ
ー
ム
が
加
わ
る

１
９
６
２
年　

秋

船
戸
、
犬
養
光
博
、
松
崎
一
、
服
部
清
志
の
４
名
で
「
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
」
を
構

想

１
９
６
３
年
４
月

犬
養
と
松
崎
、
前
年
か
ら
１
年
間
滞
在
し
て
い
た
船
戸
に
代
わ
っ
て
福
吉
炭
住
で
の
１

年
間
滞
在
を
開
始
。「
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
」と
し
て『
週
刊
福
吉
』を
創
刊

５
月

大
之
浦
教
会
（
の
ち
の
宮
田
教
会
）
牧
師
服
部
団
次
郎
、
筑
豊
の
教
団
系
４
教
会
で
「
筑

豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
」を
結
成
。
同
時
に「
鞍
手
友
愛
更
生
会
」を
組
織

１
９
６
４
年
４
月

63
年
度
の
第
３
代
委
員
長
山
本
将
信
、
犬
養
、
松
崎
を
引
き
継
い
で
福
吉
炭
住
で
の
１

年
間
滞
在
を
開
始

１
９
６
５
年
４
月

犬
養
、
福
吉
炭
住
に
福
吉
伝
道
所
を
開
設
。「
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
」
を
解
散
、『
週

刊
福
吉
』を
廃
刊
と
し
、『
月
刊
福
吉
』を
創
刊

１
９
６
７
年
３
月

第
６
代
委
員
長
桜
井
秀
敏
、
全
国
常
任
委
員
会
で
、
中
央
組
織
と
し
て
の
「
筑
豊
の
子

供
を
守
る
会
」の
解
散
を
宣
言

４
月

福
岡
県
知
事
選
で
亀
井
光
保
守
県
政
が
誕
生

１
９
７
１
年
６
月

服
部
団
次
郎
、「
炭
鉱
犠
牲
者
復
権
の
塔
建
設
協
力
会
」
を
立
ち
上
げ
、『
復
権
の
塔
』
を

創
刊

１
９
７
１
年

嘉
穂
福
祉
事
務
所
の
職
員
有
志
が「
自
治
研
・
か
ほ
」と
し
て『
川
筋
』を
創
刊

内容見本

筑豊キリスト教連合救援委員会報告 1960年4月15日

筑豊キリスト教連合救援委員会 1960年5月15日
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か
け
橋
▼
第
２
号
│
夏
期
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
書
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
明

治
学
院
大
学
支
部
●
一
九
六
三
・
一
二

か
け
は
し
▼
第
３
号
│
夏
季
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
書
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

明
治
学
院
大
学
支
部
●
一
九
六
四
・
一
一

キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
第
２
号
●
一
九
六
三
・
八

キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
第
３
号
●
一
九
六
三
・
八

キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
第
４
号
●
一
九
六
三
・
八

キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
第
５
号
●
一
九
六
三
・
八

き
ゃ
バ
ラ
ん
新
聞
▼
第
６
号
●
一
九
六
三
・
八

キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
最
終
号
●
一
九
六
三
・
八

現
状
把
握
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
同
志
社
大
学
支
部
●
一
九
六
四
・
五

趣
意
書
筑
豊
閉
山
炭
住
の
子
供
た
ち
に
!!
│
募
金
の
お
ね
が

い
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
同
志
社
大
学
支
部
・
梅
花
女
子
大
学
支
部

●
一
九
六
四
・
六

趣
意
書
筑
豊
の
子
供
達
に
希
望
の
光
を
！
募
金
の
お
ね
が
い

●
梅
花
女
子
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
六

活
動
計
画
書
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
同
志
社
大
学
支
部
・
梅
花
女
子
大
学
支

部
●
一
九
六
四
・
七

１
９
６
４
年
度
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
書
〝
我
々
の
姿
〞と
し

て
の
筑
豊
筑
豊
の
問
題
点
を
求
め
て
●
同
志
社
大
学
・
梅
花
女
子

大
学
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五
・
二

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅳ

第
４
巻

　

ぼ
た
山
の
か
げ
に
▼
第
二
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
関
西
学
院
大
学
支
部
・

聖
和
女
子
短
期
大
学
支
部
混
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
●
一
九
六
二
・
一
二

ぼ
た
山
の
か
げ
に
▼
第
三
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
関
西
学
院
大
学
・
聖
和

女
子
短
期
大
学
混
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
●
一
九
六
三
・
一
一

坑
木
▼
第
二
号
’64
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
神
学
大

学
／
東
京
女
子
大
学
チ
ー
ム
●
一
九
六
四
・
一
一

夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
神
学
大
学
／
東
洋

英
和
女
学
院
短
期
大
学
チ
ー
ム
●
一
九
六
四
・
一
一

東
洋
英
和
女
学
院
短
期
大
学
／
東
京
神
学
大
学
混
成
チ
ー
ム　

昭
和
四
十
年
度
計
画
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
洋
英
和
女
学
院
短
期

大
学
／
東
京
神
学
大
学
チ
ー
ム
●
一
九
六
五
・
四

筑
豊
に
お
け
る
実
践
と
学
習
│
64
年
度
活
動
の
総
括
と
65
年
度
活
動
の

展
望
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
洋
英
和
女
学
院
短
期
大
学
／
東
京
神
学
大
学

チ
ー
ム
●
一
九
六
五
・
四

ち
く
ほ
う
│
そ
の
忘
れ
ら
れ
た
現
実
●
東
京
女
子
大
学
筑
豊
の
子
供
を
守
る

会
●
一
九
六
五
・
一
一

坑
木
▼
第
三
号
’65
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
神
学
大
学
／
東
京
女
子
大
学

チ
ー
ム
●
一
九
六
五
・
一
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅲ

第
３
巻

　

不
況
下
の
筑
豊
●
立
教
大
学
筑
豊
児
童
救
援
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
編

●
一
九
六
〇
・
一
一

筑
豊
立
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｂ
チ
ー
ム1961.7.29

〜8.13

●〔
筑
豊
の
子

供
を
守
る
会
〕立
教
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
●
一
九
六
一
・
七

立
教
大
学
Ｂ
チ
ー
ム
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守

る
会
〕立
教
大
学
Ｂ
チ
ー
ム
●
一
九
六
一
・
一
〇

き
り
は
▼
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
立
教
支
部

●
一
九
六
二
・
一
二

き
り
は
▼
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告

昭
和
38
年
度
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
立
教

支
部
●
一
九
六
三
・
一
〇

St,Paul ’s U
niv H

AN
D
BO
O
K

●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
立
教
チ
ー

ム
〕●
一
九
六
四
・
八

き
り
は
▼
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
立
教
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
一
〇

夏
季
活
動
の
報
告
書
筑
豊
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
●
国
際
基
督
教
大
学

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
一

ち
く
ほ
う
▼
創
刊
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
六

合
宿
討
議
資
料
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五
・
一

学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
践
予
定
表
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
明
治
学
院
大

学
チ
ー
ム
●
一
九
六
二
・
七

62
夏
季
学
生
奉
仕
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
手
記
歴
史
を
き
ず
く

閉
山
炭
坑
地
域
活
動
の
課
題
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
明
治
学
院
大

学
支
部
●
一
九
六
二
・
一
二

11
月
22
・
23
日
全
国
常
任
委
員
会
報
告
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る

会
〕●
一
九
六
五
・
一
一

１
９
６
５
筑
豊
▼
第
１
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
中
央
委
員
会

●
一
九
六
五
・
一
二

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
地
区
全
体
協
議
会
│
内
面
的
・
求

心
的
探
究
と
し
て
の
綱
領
を
中
心
と
し
た
勉
強
会
●
一
九
六
四
・
一
二

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
地
区
全
体
協
議
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
一
九
六
四
・
一
二

昭
和
39
年
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
地
区
常
任
委
員
会

活
動
報
告
●
一
九
六
五
・
三

神
学
大
学
・
東
洋
英
和
短
大
チ
ー
ム
／
東
京
女
子
大
チ
ー
ム（
神

大
混
成
）〔
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
〕●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕
神
学
大
学
／

東
洋
英
和
短
大
／
東
京
女
子
大
●
一
九
六
一
・
八

坑
木
▼
創
刊
号
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
神
学
大
学

／
東
京
女
子
大
学
チ
ー
ム
●
一
九
六
三
・
一
一

ボ
タ
山
●
東
洋
英
和
女
学
院
短
期
大
学
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
三
・
一
一

１
９
６
４
夏
季（
カ
キ
）キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
）●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
東
京
神
学
大
学
／
東
京
女
子
大
学
チ
ー

ム
〕●
一
九
六
四
・
七

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅰ

第
１
巻

　

石
炭
産
業
の
合
理
化
と
人
員
整
理
の
進
行
に
よ
っ
て
失
業
と
困

窮
に
あ
え
ぐ
筑
豊
の
ひ
と
た
ち
の
暮
ら
し
の
分
析
と
救
援
の

ア
ッ
ピ
ー
ル
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
教
連
合
救
援
委
員
会
●
一
九
六
〇
・
四

荒
廃
と
寂
莫
と
困
窮
の
な
か
に
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
筑
豊
の

山
の
子
ど
も
た
ち
が
夏
季
奉
仕
キ
ャ
ラ
バ
ン﹇
補
導
と
給
食
﹈

の
来
援
を
ま
ち
わ
び
て
い
る
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
教
連
合
救
援
委
員
会
●

一
九
六
〇
・
五

筑
豊
キ
リ
ス
ト
教
連
合
炭
鉱
離
職
者
救
援
会
計
物
資
配
分
報

告
●
筑
豊
児
童
救
援
キ
ャ
ラ
バ
ン
会
計
●
一
九
六
〇
・
八

筑
豊
炭
田
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
書
１
９
６
０
年
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト

教
連
合
救
援
委
員
会
●
一
九
六
〇
・
一
〇

写
真
集
筑
豊
の
子
ど
も
た
ち
●
一
九
六
〇

〔
ア
ル
バ
ム
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
〕●
一
九
六
一

〔
ア
ル
バ
ム
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
〕●
一
九
六
三

さ
き
や
ま
▼
第
1
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
一
・
四

さ
き
や
ま
▼
第
2
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
一
・
六

さ
き
や
ま
▼
第
3
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
一
・
一
二

さ
き
や
ま
▼
第
4
号
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
二
・
五

さ
き
や
ま
▼
特
集
号
│
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
二
・
一
一

さ
き
や
ま
▼
第
6
号
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
三
・
四

さ
き
や
ま
▼
第
7
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
三
・
五

さ
き
や
ま
▼
第
8
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
三
・
七

さ
き
や
ま
▼
第
9
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
三
・
一
〇

さ
き
や
ま
▼
第
10
号
特
集
号
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る

会
●
一
九
六
三
・
一
一

さ
き
や
ま
▼
第
11
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
六

さ
き
や
ま
▼
第
12
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
七

さ
き
や
ま
▼
第
13
号
’64
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
五
・
四

さ
き
や
ま
▼
第
14
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五
・
六

さ
き
や
ま
▼
第
15
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五
・
七

さ
き
や
ま
▼
第
16
号
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
五
・
一
一

さ
き
や
ま
▼
第
17
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
六
・
三

さ
き
や
ま
▼
第
18
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
六
・
六

さ
き
や
ま
▼
第
19
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
六
・
七

さ
き
や
ま
▼
第
20
号
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
六
・
一
一

ぼ
た
山
の
こ
ど
も
そ
の
生
活
と
記
録
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
一
・
一
一

筑
豊
炭
坑
の
子
供
達
へ
愛
の
手
を
!!
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
派
遣

資
金
募
集
の
お
ね
が
い
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
／
筑
豊
キ
リ
ス
ト
教

連
合
救
援
委
員
会
●
一
九
六
〇
・
七

筑
豊
の
こ
ど
も
た
ち
に
文
庫
を
お
く
ろ
う
！
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る

会
●
一
九
六
〇
・
一
一

募
金
の
お
願
い
地
元
民
と
わ
れ
わ
れ
の
手
で
子
供
た
ち
に
集

会
所
を
!!
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
二
・
一
一

集
会
所
建
設
の
御
協
力
に
感
謝
し
て
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
三
・
五

募
金
の
お
願
い
筑
豊
の
子
供
達
の
心
に
灯
を
！
閉
山
相
つ

ぐ
悲
劇
の
地
へ
、
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
送
る
為
に
●
筑
豊
の
子
供

を
守
る
会
●
一
九
六
三
・
五

募
金
の
お
願
い
み
な
さ
ん
の
手
で
筑
豊
閉
山
地
区
に
集
会
所

を
!!
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
三
・
一
一

生
活
保
護
者
の
子
弟
も
高
校
へ
！
支
部
総
会
で
奨
学
資
金
制

度
を
つ
く
る
決
議
を
す
る
ま
で
の
経
過
●
福
岡
支
部
奨
学
金
実
行

委
員
会
●
一
九
六
四
・
五

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
募
金
趣
意
書
●
一
九
六
四

生
活
保
護
者
の
子
弟
も
高
校
へ
！「
筑
豊
奨
学
会
」設
立
の
た
め

の
募
金
趣
意
書
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五

生
活
保
護
者
の
子
弟
も
高
校
へ
！『
こ
の
子
ら
を
守
ろ
う
』●
筑

豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
五

奨
学
資
金
制
度
設
立
の
た
め
の
資
料
№
1
●
福
岡
支
部
奨
学
金
設
立
実

行
委
員
会
●
一
九
六
五

奨
学
資
金
制
度
設
立
の
た
め
の
資
料
№
２
●
奨
学
金
実
行
委
員
会

●
一
九
六
五
・
一
一

奨
学
金
制
度
設
立
に
つ
い
て
福
岡
支
部
実
行
委
員
会
資
料
№
1
、№
2

の
ま
と
め
●
東
女
・
神
大
チ
ー
ム
●
一
九
六
五
・
一
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
規
約（
草
案
）●
一
九
六
二

綱
領
草
案
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
二

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
綱
領（
原
案
）●
一
九
六
三
・
二

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
綱
領（
綱
領
解
釈
）●
一
九
六
四

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
規
約
改
正
案
●
一
九
六
五

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅱ

第
２
巻

　

夏
季
学
生
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
趣
意
書
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
常
任

委
員
会
●
一
九
六
二
・
七

62
年
度
学
生
奉
仕
キ
ャ
ラ
バ
ン
会
計
報
告
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
二
・
一
一

ご
あ
い
さ
つ〔
１
９
６
４
年
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
計
画
の
あ
い
さ
つ
〕●
筑
豊

の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
四
・
七

１
９
６
４
年
度
前
期
活
動
経
過
報
告
等
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕

●
一
九
六
四
・
一
一

混
成
チ
ー
ム
活
動
要
綱
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
福
岡
県
支
部

●
一
九
六
四
・
一
一

１
９
６
４
年
度
第
一
次
混
成
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
に
関
す
る
メ

ン
バ
ー
レ
ポ
ー
ト
聖
・
関
合
同
総
括
会
議
資
料
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る

会
〕●
一
九
六
五
・
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
資
料
●
中
央
委
員
会
事
務
局
●
一
九
六
五
・
五

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
過
去
５
ヶ
年
活
動
地（
閉
山
炭
住
地
域
を

中
心
と
し
て
）●
一
九
六
五

〔
所
蔵
資
料
リ
ス
ト
〕●
立
教
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
六
・
五

PRO
BLEM

S O
F CH

IK
U
H
O

●
一
九
六
五

家
庭
訪
問
要
領
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
五

少
年
グ
ル
ー
プ
の
□
□
□
指
導
心
得
●
一
九
六
五

〔
子
供
の
就
職
先
待
遇
調
査
〕●
一
九
六
五

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
全
国
委
員
会
報
告
│
議
事
録
よ
り

●
一
九
六
三

全
国
委
員
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
議
題
に
つ
い
て
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守

る
会
〕●
一
九
六
三
・
一
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
全
国
常
任
委
員
会
報
告
書

●
一
九
六
三
・
一
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
全
国
常
任
委
員
会
決
議
事
項

●
一
九
六
四
・
五

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
全
国
常
任
委
員
会
書
記
録（
全
国
協

議
会
を
兼
ね
て
）●
一
九
六
四
・
一
一

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
全
国
常
任
委
員
会
●
一
九
六
五
・
四

全
国
常
任
委
員
会
報
告
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
五
・
五

中
央
委
員
会
所
信
表
明
●〔
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
五

収 録 資 料
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「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
政
府
も
こ

の
政
策
に
力
を
入
れ
、
民
間
で
も「
子
ど
も
食
堂
」な
ど
が
ブ

ー
ム
で
あ
る
。
と
は
い
え
相
対
所
得
貧
困
率
を
ベ
ー
ス
と
し
た
問
題
提
供

の
せ
い
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
貧
困
地
区
」
の
子
ど
も
た
ち
の
具
体
的
な
問
題
と
じ
か
に
向
き
合
っ
た

多
様
な
活
動
の
歴
史
が
あ
る
。
戸
籍
さ
え
な
く
、
学
校
は
長
期
欠
席
に
な

る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
就
籍
、
就
学
運
動
、
勉
強
会
、
子
ど
も
会
な
ど

で
あ
る
。一
時
期
、
大
学
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
だ

が
、
そ
れ
ら
の
記
録
は
十
分
残
っ
て
い
な
い
。

本
資
料
集
成
は
、
高
度
経
済
成
長
へ
向
か
う
日
本
に
よ
っ
て
切
り
捨
て

ら
れ
、
閉
山
後
も
炭
鉱
住
宅
に
「
残
留
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
炭
鉱

労
働
者
家
族
の
貧
困
と
向
き
合
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
学
生
ら
に

よ
る「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」の
記
録
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
会
の
主
体
は
、
東
京
や
関
西
の
複
数
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
の
学

生
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
奉
仕
」
と
「
社
会
問
題
の
解
決
や
体

制
変
革
」
の
間
で
の
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
友
と
し
て
夏
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
に
取
り
組
み
、
ま
た
独
自
に
そ
の
活
動
の
場
や
方
法
を

模
索
し
て
い
っ
た
。
会
は
一
九
六
七
年
で
解
散
と
な
る
が
、
筑
豊
地
区
へ

常
駐
し
て
の
活
動
や
、
就
職
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し

よ
う
と
し
た
活
動
も
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
ま
た
大
都
市
部
の
大
学
生
の

目
に
、
筑
豊
の
貧
困
が
ど
う
映
っ
た
か
も
興
味
深
い
。
あ
わ
せ
て
福
祉
事

務
所
の
記
録
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
り
が
た
い
。 （
い
わ
た
・
ま
さ
み
）

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
九
六
〇
年
代
の

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」
と
い
う
組
織
に
焦
点
を
あ
て
た
全
8

巻
か
ら
な
る
資
料
集
成
で
あ
る
。
産
業
構
造
の
変
革
に
よ
り
、
炭
鉱
閉
山

に
追
い
込
ま
れ
た
筑
豊
地
区
の
生
活
困
窮
、
貧
困
問
題
は
、
日
本
の
資
本

主
義
の
影
の
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
窮
乏
に
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の

大
学
生
た
ち
が
筑
豊
へ
や
っ
て
き
て
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
が
、
そ
の

当
時
の
散
逸
し
て
い
た
貴
重
な
資
料
が
こ
こ
に
収
集
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
炭
鉱
の
町
の
筑
豊
は
私
が
高
校
ま
で
を
過
ご
し
た
故

郷
で
あ
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
自
ら
の
原
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
こ
の
資
料
集
は
筑
豊
と
キ
リ
ス
ト
教
を
結
ん
で
い
る
ユ
ニ
ー
ク
さ

ゆ
え
に
、
個
人
的
に
画
期
的
な
資
料
集
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

社
会
福
祉
学
全
体
、
キ
リ
ス
ト
教
史
、
筑
豊
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
も
類

を
み
な
い
稀
少
価
値
の
あ
る
資
料
集
で
あ
る
。

フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
、
権
力
を
も
た
な
い
人
々
の
言
説
は
周
辺
に
追
い
や

ら
れ
る
と
言
う
が
、
そ
れ
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
草
の
根
的
な
運
動

も
時
間
と
共
に
忘
れ
去
ら
れ
、
結
局
、
権
力
を
も
つ
側
の
為
政
者
の
物
語

（
歴
史
）の
み
が
語
ら
れ
、
権
力
を
も
た
な
い
物
語
や
そ
れ
を
支
え
る
市
民

運
動
は
や
が
て
消
え
去
っ
て
し
ま
う
悲
し
い
運
命
に
あ
る
。
今
回
、
敬
愛
す

る
細
井
勇
教
授
と
六
花
出
版
の
ご
尽
力
に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
形
で
公
に
資

料
集
と
し
て
刊
行
で
き
た
こ
と
は
筑
豊
出
身
の
研
究
者
の
一
人
と
し
て
望
外

の
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
珠
玉
の
資
料
集
を
関
係
者
が
活
用
し
て
、

研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

（
き
は
ら
・
か
つ
の
ぶ
）

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」
の
活
動
が
「
資
料
集
成
」
と
し
て
出
版

さ
れ
る
。
我
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が

背
後
に
あ
り「
石
炭
か
ら
石
油
へ
」の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
フ
ィ

ー
ル
ド
の
中
心
は
筑
豊
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
前
後
か
ら
一
九
六

〇
年
代
に
展
開
さ
れ
る
。
炭
鉱
は
会
社
、
従
業
員
共
に
縦
系
列
に
な
っ
て

お
り
、
住
ま
い
も
炭
住
か
ら
購
買
に
至
る
ま
で
共
同
性
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
中
小
・
零
細
の
炭
鉱
ほ
ど
、
労
働
組
合
も
な
く
、
閉
山
の
影
響
は
生

活
を
直
撃
し
、
わ
け
て
も
、
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
子
ど
も
に
欠
食
、
学

習
環
境
の
問
題
と
し
て
矛
盾
が
表
面
化
す
る
。

日
本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団
の
救
援
活
動
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
学
生
に
よ

る「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」が
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
み
、
子
ど
も
会
活
動
を

展
開
す
る
。
福
音
的
な
奉
仕
活
動
か
、
社
会
問
題
を
探
求
し
改
善
す
る
活

動
か
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を
、
高
校
に
行
け
る
奨
学
資
金
を
、

学
習
で
き
る
集
会
所
を
、
と
学
生
た
ち
の
実
践
と
理
論
は
現
場
か
ら
鍛
え

ら
れ
て
い
く
。

閉
山
の
拡
が
り
の
中
で『
追
わ
れ
ゆ
く
坑
夫
た
ち
』（
上
野
英
信
・
岩
波
新

書
）
は
学
生
た
ち
の
社
会
（
ヤ
マ
）
を
観
る
目
を
育
て
た
。「
守
る
会
」
の
機

関
誌
、
活
動
報
告
、
募
金
の
お
願
い
、
等
は
現
代
史
を
学
ぶ「
資
料
集
成
」

と
し
て
輝
き
を
放
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」

か
ら
多
く
の
人
材
が
社
会
に
送
り
出
さ
れ
、
今
「
資
料
集
成
」
か
ら
今
後

を
担
う
人
材
が
出
て
く
る
。
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

（
お
お
と
も
・
の
ぶ
か
つ
）

筑
豊
の
子
ど
も
た
ち
の

友
と
し
て

岩
田
正
美
◉
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授

「
筑
豊
の
子
ど
も
た
ち
」に
光
を

あ
て
た
画
期
的
な
歴
史
資
料
集

木
原
活
信
◉
同
志
社
大
学
教
授

こ
の
資
料
集
成
か
ら

次
の
人
材
が
育
つ

大
友
信
勝
◉
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
教
授

推
薦
し
ま
す

1960年夏、第1回キャラバン。東京神学大・東京女子大・青山
学院大合同チームが福吉地区に

1959年12月、東京・吉祥寺駅での街頭募金（東京神学大学学
生と日本キリスト教奉仕団）

福吉青年団のメンバーたち 筑豊の子どもたちは親に代わってよく働く

子ども会結成。福吉にて。1963年5月

東京神学大学3年生全員が協力して
4日間で10万円の募金を集めた

福吉子ども文庫の前で。
子どもたちと梅光女学院の高校生たちと

図画作品展。第4回キャラバン、上山田市
木城坑にて。1963年8月
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復
権
の
塔
▼
第
５
号
●
炭
坑
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
協
力
会
●
一
九
七
三
・
三

筑
豊
炭
鉱
犠
牲
者
調
査
資
料
報
告
書
●
炭
鉱
犠
牲
者
復
権
の
塔
建
設

協
力
会
●
一
九
七
五
・
四

〔
歌
詞
炭
鉱
犠
牲
者
の
碑
を
建
て
ま
せ
う
〕●
一
九
七
〇

〔
復
権
の
塔
写
真
〕●
一
九
七
五
・
一
二

炭
鉱
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
経
緯
書
●
一
九
八
二
・
四

復
権
の
塔
を
考
え
る
●
部
落
解
放
鞍
手
郡
共
闘
会
議
●
一
九
八
五
・
一
一

復
権
の
塔
を
考
え
る（
改
訂
版
）●
部
落
解
放
鞍
手
郡
共
闘
会
議

●
二
〇
〇
四
・
一
〇

被
差
別
に
対
応
す
る
理
念
│
そ
の
た
た
き
台
と
し
て
●
服
部
団
次
郎

●
一
九
八
七
・
一
二

一
粒
の
麦
御
堂
の
鐘
を
叩
け
●
服
部
団
次
郎
／
発
行
・
編
集
鶴
尾
計
介
・

大
西
公
幸
●
一
九
八
九
・
七

一
粒
の
麦
そ
の
２
種
を
ま
く
人
●
発
行
・
編
集
鶴
尾
計
介
・
大
西
公
幸

●
一
九
九
〇
・
七県

福
祉
事
務
所

第
８
巻

　

田
川
郡
に
於
け
る
生
活
保
護
の
状
況
│
問
題
提
起
に
か
え
て
●
福
岡

県
田
川
福
祉
事
務
所
●
一
九
六
八
・
一
〇

田
川
郡
に
お
け
る
生
活
保
護
の
状
況
│
統
計
グ
ラ
フ
と
数
値
表
●
福

岡
県
田
川
福
祉
事
務
所
●
一
九
七
〇
・
一
二

田
川
郡
に
お
け
る
福
祉
の
概
要
●
福
岡
県
田
川
福
祉
事
務
所

●
一
九
七
四
・
三

川
筋
▼
創
刊
号
│
筑
豊
の
生
活
保
護
●
自
治
研
・
か
ほ
●
一
九
七
一
・
一
〇

川
筋
▼
第
２
号
●
自
治
研
・
か
ほ
●
一
九
七
一
・
一
二

川
筋
▼
第
３
号
そ
の
后
の
筑
豊
│
産
炭
地
域
・
福
祉
の
実
態
●
自
治
研
・
か
ほ
川
筋

編
集
局
●
一
九
七
二
・
四

川
筋
▼
第
４
号
●
自
治
研
・
か
ほ
●
一
九
七
三
・
一
一

底
流
▼
第
二
号
●
服
部
清
志
●
一
九
七
〇
・
二

筑
豊
▼
創
刊
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
六
三
・
五

筑
豊
▼
第
一
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
六
九
・
四

筑
豊
▼
第
二
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
七
〇
・
五

筑
豊
▼
第
三
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
七
一
・
七

筑
豊
▼
第
４
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
七
二
・
八

筑
豊
▼
第
５
号
●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
七
五
・
三

筑
豊
▼
第
６
号（
再
刊
第
１
号
）●
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
●
一
九
九
三
・
六

筑
豊
│
こ
れ
で
よ
い
の
か
▼
第
一
号
●
ボ
タ
の
会
●
一
九
六
七
・
一

礦
山
地
區
に
於
け
る
傳
道
の
實
際
と
方
策
●
服
部
団
次
郎

●
一
九
五
二
・
一
二

筑
豊
の
閉
山
社
会
│
そ
の
実
態
と
問
題
点
●
服
部
団
次
郎
／
発
行
：
鞍
手
友

愛
更
生
会
●
一
九
六
五
・
七

福
岡
イ
エ
ス
会
22
年
の
歩
み（
奨
学
資
金
と
伝
道
資
金
の
会
計
報
告
を

通
し
て
）●
福
岡
イ
エ
ス
会
奨
学
資
金
委
員
会
●
一
九
八
七
・
一
〇

復
権
の
塔
Ⅱ

第
７
巻

　

炭
鉱
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」
建
設
趣
意
書
●
炭
鉱
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」

建
設
協
力
会
●
一
九
七
〇
・
一
一

第
１
回
炭
坑
犠
牲
者
記
念
碑
建
設
発
起
人
会
報
告

●
一
九
七
〇
・
一
一

筑
豊
炭
坑
犠
牲
者
記
念
塔
建
設
協
力
会（
仮
称
）試
案

●
一
九
七
〇
・
一
一

復
権
の
塔
▼
創
刊
号
●
炭
坑
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
協
力
会
●
一
九
七
一・
六

復
権
の
塔
▼
第
２
号
●
炭
坑
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
協
力
会
●
一
九
七一・一〇

復
権
の
塔
▼
第
３
号
●
炭
坑
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
協
力
会
●
一
九
七
二
・
二

復
権
の
塔
▼
第
４
号
●
炭
坑
犠
牲
者「
復
権
の
塔
」建
設
協
力
会
●
一
九
七
二
・
六

週
刊
福
吉
▼
№
61
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
八

週
刊
福
吉
▼
第
66
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
一
〇

福
吉
地
区
生
活
実
態
調
査
表
調
査
年
月
日1963.12

〜64.1

●
一
九
六
三
・
一
二

ご
あ
い
さ
つ
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
四

再
び
筑
豊
に
愛
の
手
を
!!
離
職
者
に
よ
る
共
同
養
鶏
計
画　

趣
意
書
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
七

青
年
共
同
養
鶏
筑
豊
兄
弟
社
の
し
お
り
●
筑
豊
兄
弟
社
／
筑
豊
キ
リ

ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
八

募
金
願
い̶

五
九
万
五
千
円
趣
意
書
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団

●
一
九
六
四
・
一
一

閉
山
炭
住
の
中
で
の
新
し
い
伝
道
と
奉
仕
の
試
み
●
筑
豊
キ
リ
ス

ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
三

我
々
の
試
み
│
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
養
鶏
事
業
の
経
過

と
展
望
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
一
一

昭
和
三
十
九
年
度
閉
山
炭
住
の
中
で
の
新
し
い
伝
道
と
奉
仕

の
試
み（
Ⅱ
）●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
五
・
三

筑
豊
で
の
働
き
│
福
吉
伝
道
所
の
歩
み
●
日
本
基
督
教
団
西
片
町
教

会
青
年
会
●
一
九
六
七
・
一
一

筑
豊
底
辺
の
く
ら
し
と
そ
の
背
景
│
筑
豊
を
被
う「
生
活
保
護
体
制
」

●
犬
養
光
博
●
一
九
七
三
・
一

福
吉
伝
道
所
と
わ
た
し
│
30
年
の
あ
ゆ
み
●
編
集
：
三
十
周
年
記
念
誌
編

集
委
員
会
発
行
：
日
本
基
督
教
団
福
吉
伝
道
所
●
一
九
九
五
・
四

鞍
手
地
区
で
の
活
動
／

　

筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
／
復
権
の
塔
Ⅰ

第
６
巻

　

友
愛
更
生
会
設
立
趣
意
書
●
鞍
手
友
愛
更
生
会
●
一
九
六
三
・
五

筑
豊
の
現
状
と
友
愛
更
生
会
に
つ
い
て
●
一
九
六
三
・
五

昭
和
38
年
度
友
愛
更
生
会
活
動
状
況
報
告
●
鞍
手
友
愛
更
生
会

●
一
九
六
四
・
三

七
ヶ
谷「
集
会
所
」
建
設
募
金
趣
意
書
●
七
ヶ
谷
集
会
所
建
設
実
行
委

員
会
●
一
九
六
三
・
一
一

鞍
手
児
童
セ
ン
タ
ー
広
報
▼
第
１
号
●
一
九
六
四
・
四

と
も
し
び
▼
第
一
号
●
服
部
清
志
●
一
九
六
六
・
六

と
も
し
び
▼
第
二
号
●
服
部
清
志
●
一
九
六
六
・
七

と
も
し
び
▼
第
三
号
●
服
部
清
志
●
一
九
六
六
・
九

と
も
し
び
▼
第
四
号
●
服
部
清
志
●
一
九
六
六
・
一
〇

底
流
▼
第
一
号
●
服
部
清
志
●
一
九
七
〇
・
一

筑
豊
炭
田
地
帯
伝
道
計
画
に
つ
い
て
の
お
願
い
●（
仮
称
）筑
豊
基
督

者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
一

福
吉
ふ
る
さ
と
便
り
●
福
吉
青
年
団
●
一
九
六
三
・
四

週
刊
福
吉
▼
３
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
四

週
刊
福
吉
▼
５
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
五

週
刊
福
吉
▼
７
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
五

週
刊
福
吉
▼
９
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
六

週
刊
福
吉
▼
10
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
六

週
刊
福
吉
▼
12
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
六

週
刊
福
吉
▼
13
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
六

週
刊
福
吉
▼
14
号
●
筑
豊
基
督
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
七

週
刊
福
吉
▼
15
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
七

週
刊
福
吉
▼
16
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
七

週
刊
福
吉
▼
17
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
七

週
刊
福
吉
▼
20
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
八

週
刊
福
吉
▼
22
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
八

週
刊
福
吉
▼
号
外
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
九

週
刊
福
吉
▼
25
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
九

週
刊
福
吉
▼
28
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
一
〇

週
刊
福
吉
▼
30
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
一
〇

週
刊
福
吉
▼
38
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
一
二

週
刊
福
吉
▼
41
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
一

週
刊
福
吉
▼
43
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
二

週
刊
福
吉
▼
44
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
二

週
刊
福
吉
▼
45
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
二

週
刊
福
吉
▼
第
49
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
四

週
刊
福
吉
▼
第
50
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
四

週
刊
福
吉
▼
第
51
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
四

週
刊
福
吉
▼
第
52
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
四

週
刊
福
吉
▼
第
53
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
五

週
刊
福
吉
▼
第
55
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
五

週
刊
福
吉
▼
第
58
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
七

週
刊
福
吉
▼
第
59
号
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
七

週
刊
福
吉
▼
№
60
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
四
・
八

こ
の
少
年
に
愛
の
手
を
＝
筑
豊
に
悩
め
る
内
反
足
の
忠
喜
君

●
熊
本
大
学
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
花
陵
会
●
一
九
六
二
・
一
〇

筑
豊
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
③
●
熊
本
大
学
学
生
基
督
教
青
年
会
花
陵
会

●
一
九
六
四
・
一

筑
豊
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
④
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
熊
本
大
学
支
部

●
一
九
六
六
・
一

筑
豊
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
●
一
九
六
三

月
刊
筑
豊
▼
創
刊
号
●
筑
豊
子
供
を
守
る
会
九
大
支
部
●
一
九
六
三
・
一
二

月
刊
筑
豊
▼
第
２
号
●
筑
豊
子
供
を
守
る
会
九
大
支
部
●
一
九
六
四
・
一

月
刊
筑
豊
▼
第
３
号
●
筑
豊
子
供
を
守
る
会
九
大
支
部
●
一
九
六
四
・
二

月
刊
筑
豊
▼
第
４
号
●
筑
豊
子
供
を
守
る
会
九
大
支
部
●
一
九
六
四
・
五

月
刊
筑
豊
▼
夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
特
集
号
●
福
岡
大
学
／
九
州
大
学
／
福
岡
女
子
大

学
／
西
南
短
大
児
童
教
育
科
●
一
九
六
四

第
４
次
春
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
募
集
要
綱
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会　

福
岡
支
部
●
一
九
六
五
・
二

福
吉
炭
住
で
の
活
動

第
５
巻

　

〔
ア
ル
バ
ム
福
吉
〕●
一
九
六
二

〔
ア
ル
バ
ム
福
吉
〕●
一
九
六
三

福
吉
の
こ
ど
も
た
ち
わ
た
し
た
ち
の
文
集
●
一
九
六
一
・
八

福
吉
の
子
供
２
●
福
吉
子
供
会
●
一
九
六
二
・
八

ソ
ロ
バ
ン
塾
開
催
に
つ
い
て
●
福
吉
子
供
会
／
同
育
成
会
●
一
九
六
二
・
九

福
吉
青
年
団
会
報
▼
第
１
号
●
一
九
六
三
・
一

福
吉
青
年
団
規
約
●
福
吉
青
年
団
●
一
九
六
三
・
一

福
吉
の
紹
介
●
筑
豊
キ
リ
ス
ト
者
兄
弟
団
●
一
九
六
三
・
八

日
本
基
督
教
団
九
州
教
区
常
置
委
員
会
へ
の
建
議
案
●〔
筑
豊

の
子
供
を
守
る
会
〕●
一
九
六
二
・
一
二

ぼ
た
山
の
か
げ
に
▼
第
四
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
関
西
学
院
大
学
・
聖
和

女
子
短
期
大
学
混
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
●
一
九
六
四
・
一
二

ぼ
た
山
の
か
げ
に
▼
第
五
集
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
関
西
学
院
大
学
・
聖
和

女
子
短
期
大
学
混
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
●
一
九
六
六
・
一
二

月
刊
筑
豊
▼
№
１
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
会
●
一
九
六
四
・
一
二

月
刊
筑
豊
▼
№
２
●
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
関
学
聖
和
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
会

●
一
九
六
五
・
一

月
刊
筑
豊
▼
８
月
号
●
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
会
●
一
九
六
五
・
八

ボ
タ
ヤ
マ
筑
豊
キ
ャ
ラ
バ
ン
青
山
学
院
チ
ー
ム
報
告
書
●
青
山

学
院
大
学
●
一
九
六
二
・
一
一

笹
原
キ
ャ
ラ
バ
ン
新
聞
▼
創
刊
号
●
青
山
学
院
大
学
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
五
・
七

筑
豊
●
青
山
学
院
大
学
基
督
教
青
年
会
社
会
奉
仕
部
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会

●
一
九
六
五
・
一
〇

社
会
構
造
に
於
る
基
督
教
存
在
の
誤
謬
性
●
青
山
学
院
大
学
Ｓ
Ｃ
Ａ

社
会
奉
仕
部
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
●
一
九
六
七
・
五

「
守
る
会
」全
国
組
織
崩
壊
の
意
味
す
る
も
の
●
杉
山
憲
司

●
一
九
六
七
・
六

収録資料〈つづき〉
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内容見本

「
子
供
と
筑
豊
さ
く
ぶ
ん
集
よ
り
」『
さ
き
や
ま
』夏
季
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告
集
１
９
６
２
年
11
月
1
日

夏
期
キ
ャ
ラ
バ
ン
予
定
表
１
９
６
２
年
7
月

炭
鉱
犠
牲
者『
復
権
の
塔
』建
設
趣
意
書

１
９
７
０
年
11
月

育成会子供会合同秋期大運動会プログラム 1963年11月18日筑豊のこどもたちに文庫をおくろう！ 1960年

戦
後
初
期
人
身
売
買
／
子
ど
も
労
働

問
題
資
料
集
成　
全
10
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Com
plete Collection of M

aterials on Problem
s of 

Trafficking/Child Labor in Early Postw
ar Japan

史
料
・
岡
山
孤
児
院

全
8
巻《
編
集
復
刻
版
》

The Com
plete Collection of Reprinted Docum

ents of 
Okayam

a Orphanage

監
獄
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち

│
│
児
童
福
祉
史
と
し
て
の
特
別
幼
年
監
、感
化
教
育
、そ
し
て「
携
帯
乳
児
」

子
ど
も
の
貧
困
と
教
師

│
│
東
京
市
万
年
小
学
校
を
め
ぐ
る
苦
悩
と
葛
藤

「
黒
い
羽
根
」の
戦
後
史

│
│
炭
鉱
合
理
化
政
策
と
失
業
問
題

 ◆
編
・
解
説
＝
藤
野
豊
・
石
原
剛
志

敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
公
娼
が
廃
止
さ
れ
、
児
童
の
労

働
へ
の
明
確
な
基
準
が
決
定
し
た
が
、
生
活
困
窮
が
直
接
人

身
売
買
に
結
び
つ
く
日
本
社
会
の
土
壌
は
容
易
に
変
化
し
な

か
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
前
夜
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
奴
隷
的
労
働

を
強
い
ら
れ
た
女
性
や
子
ど
も
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
復
刻
す
る
。

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
５
判
（
第
１
巻
〜
第
６
巻
）

Ａ
４
判
（
第
７
巻
〜
第
10
巻
）

上
製
／
総
約
４
、０
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価

 
│
１
９
６
、０
０
０
円
＋
税
（
税
込
２
１
５
、６
０
０
円
）

〈
全
３
回
配
本
〉

 ◉
推
薦
│
│ 

逸
見
勝
亮
・
角
田
由
紀
子
・
岩
田
正
美
・

 

増
山
均

第
１
回
配
本
　
２
０
１
３
年
12
月
刊
　
本
体
６
４
、０
０
０
円
＋
税

 
ISBN

978-4-905421-41-2

（
税
込
７
０
、４
０
０
円
）

第
２
回
配
本
　
２
０
１
４
年
６
月
刊
　
本
体
５
７
、０
０
０
円
＋
税

 
ISBN

978-4-905421-46-7

（
税
込
６
２
、７
０
０
円
）

第
３
回
配
本
　
２
０
１
４
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

 
ISBN

978-4-905421-50-4

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

 ◆
編
・
解
説
＝
菊
池
義
昭
・
細
井
勇
（
機
関
紙
編
）

 

　
三
上
邦
彦
・
元
村
智
明
（
画
像
・
映
像
編
）

岡
山
孤
児
院
は
、
１
８
８
７
年
、
基
督
教
を
信
仰
す
る
医

学
生
・
石
井
十
次
が
、
貧
窮
す
る
女
性
か
ら
子
ど
も
を
預
か

っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
、
近
代
に
お
け
る
草
分
け
の
児
童

養
護
事
業
で
あ
る
。
す
べ
て
の
困
窮
す
る
子
ど
も
た
ち
を
引

き
受
け
、
育
て
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
、
岡
山
孤
児
院
と

い
う
大
事
業
の
足
跡
を
辿
る
。

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
１
、７
２
５
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
（
映
像
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

 ◉
揃
定
価
│ 

１
２
５
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
（
税
込
１
３
７
、５
０
０
円
）（
機
関
誌
編
）

 

６
０
、０
０
０
円
＋
税

　
　
　
　
（
税
込
６
６
、０
０
０
円
）（
画
像
・
映
像
編
）

 ◉
推
薦

 
│
│ 

江
草
安
彦
・
室
田
保
夫
・
野
々
村
淑
子

【
機
関
誌
編
】

第
１
回
配
本
　
２
０
１
４
年
６
月
刊
　
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

 
ISBN

978-4-905421-57-3

（
税
込
５
５
、０
０
０
円
）

第
２
回
配
本
　
２
０
１
４
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

 
ISBN

978-4-905421-60-3

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

【
画
像
・
映
像
編
】

全
１
回
配
本
　
２
０
１
５
年
６
月
刊
　
本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税

 
｠ISBN

978-4-905421-64-1

（
税
込
６
６
、０
０
０
円
）

 ◆
著
＝
倉
持
史
朗

犯
罪
幼
少
年
・
非
行
少
年
へ
の
処
遇
は
、処
罰
と
し
て
行
う
の

か
、
教
育
を
も
っ
て
対
す
る
の
か
│
│
と
い
う
き
わ
め
て
今
日

的
な
問
題
に
、特
別
幼
年
監
、感
化
教
育
に
よ
っ
て
一
世
紀
以
上

前
に
取
り
組
ん
だ
先
駆
者
た
ち
の
挑
戦
に
学
ぶ
た
め
の
意
欲
作
！

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
２
６
４
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価

 
│
│
４
、２
０
０
円
＋
税
（
税
込
４
、６
２
０
円
）

２
０
１
６
年
12
月
刊
　ISBN

978-4-86617-022-0

 ◆
著
＝
別
役
厚
子

作
家
・
添
田
知
道
が
遺
し
た
『
小
説
教
育
者
』
執
筆
の
た
め

の
「
取
材
ノ
ー
ト
」
の
翻
刻
と
そ
の
解
題
を
通
し
て
、
そ
の
主

な
舞
台
で
あ
っ
た
万
年
尋
常
小
学
校
と
校
長
＝
坂
本
龍
之
輔
の

活
動
の
実
態
を
正
面
か
ら
探
っ
た
、
別
役
厚
子
の
遺
稿
集
！

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
４
０
８
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価

 
│
│
３
、８
０
０
円
＋
税
（
税
込
４
、１
８
０
円
）

２
０
１
９
年
２
月
刊
　ISBN

978-4-86617-076-3｠

 ◆
著
＝
藤
野
豊

合
理
化
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
失
業
し
、
悲
惨

な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
炭
鉱
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

世
論
を
動
か
し
「
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
を
と
も
か
く
も

成
立
さ
せ
る
ま
で
の
15
年
間
を
踏
査
。

 ◉
体
裁

 
│
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
３
６
０
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価

 
│
│
２
、８
０
０
円
＋
税
（
税
込
３
、０
８
０
円
）

２
０
１
９
年
９
月
刊
　ISBN

978-4-86617-079-4

既
刊
図
書
の
ご
案
内
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◉
編
│
│
│
│『「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」
関
係
資
料
集
成
』
編
集
委
員
会
　

◉
解
説
│
│
│
細
井
勇
（
福
岡
県
立
大
学
教
授
）　

鬼
塚
香
（
福
岡
県
立
大
学
准
教
授
）

◉
体
裁
│
│
│
Ｂ
５
判
・
上
製
・
約
３
、１
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
│
１
６
０
、
０
０
０
円
＋
税
（
税
込
１
７
６
、
０
０
０
円
）（
全
２
回
配
本
）

◉
推
薦
│
│
│
岩
田
正
美
（
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
）　

大
友
信
勝
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
教
授
）　

木
原
活
信
（
同
志
社
大
学
教
授
）

２
０
２
２
年
６
月
刊
　
本
体
８
０
、０
０
０
円
＋
税（
税
込
８
８
、０
０
０
円
）

IS
B
N
978-4-86617-179-1

第
１
巻

│

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅰ

第
２
巻

│

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅱ

第
３
巻

│

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅲ

第
４
巻

│

筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
Ⅳ

第１回配本

２
０
２
２
年
11
月
刊
　
本
体
８
０
、０
０
０
円
＋
税（
税
込
８
８
、０
０
０
円
）

IS
B
N
978-4-86617-184-5

第
５
巻

│
福
吉
炭
住
で
の
活
動

第
６
巻

│
鞍
手
地
区
で
の
活
動
／
筑
豊
協
力
伝
道
奉
仕
会
／
復
権
の
塔
Ⅰ

第
７
巻

│

復
権
の
塔
Ⅱ

第
８
巻

│

県
福
祉
事
務
所

第2回配本
「「「「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

筑
豊
の
子
供
を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「「
筑
豊
の
子
供
を
守
る

「

会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」
会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会会
」
会会会
」
会
」
会
」
会会会
」
会会
」
会

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」

「
筑
豊
の
子
供
を
守
る
会
」

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

関
係
資
料
集
成

編
集
復
刻
版

全8巻

近刊のご案内

炭
鉱
失
業
／
貧
困
家
庭
問
題

資
料
集
成 
全
６
巻（
仮
題
・
予
定
）

﹇
編
集
復
刻
版
﹈

藤
野
豊
◉
編

紙
芝
居
に
見
入
る
子
ど
も
た
ち
。一
九
六
一
年
頃


